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大 阪大 学 看護 学 雑誌VoL8No.1(2002)。

編 集 後 記

昨年は編集委員として看護学雑誌に参加 していたが、今か ら思えば、全て鈴木

先生にお任せ していて何 もしなかったと思 う。今回は看護学専攻か らの原稿が予

定 していたよ りも少なぐな り、計画していたよ りもかなり発行が遅れ、21世 紀

の看護学雑誌のスター トとしてはよい滑 り出しとは言えないようである。

投稿者が少ない理由の一つとしては、看護系の学会の増加とそれに伴なう学術雑

誌の増加も考 えられる。また近年、修士課程を卒業した学生が修士論文を学術雑

誌に投稿する者もでてきている。そろそろ看護学雑誌のあり方について考えなお

す時期に来ていると思われる。

(編集委員長:牧 本清子)
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